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日本民放クラブの榎本理事長 

優勝した亀山陽子さん 

▼
四
国 

 ２
０
２
５
年
度
総
会
・懇
親
会
を
開
催 

伊
籐 

嘉
彦
（Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｖ
） 

四
国
民
放
ク
ラ
ブ
は
４
月
23
日
、

高
知
市
の「
高
知
会
館
」
で
総
会
を
開

き
ま
し
た
。 

                 

総
会
は
高
知
放
送
の
山
﨑
由
幸
社

長
、
日
本
民
放
ク
ラ
ブ
の
榎
本
恒
幸

理
事
長
を
来
賓
に
迎
え
、
ご
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
後
、
役
員
会
か
ら
提
案
さ

れ
た
議
案
を
審
議
し
、
前
年
度
の
事

業
及
び
決
算
報
告
、
新
年
度
の
事
業

と
予
算
案
が
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

         

事
業
へ
の
参
加
会
員
数
の
減
少
対

策
と
し
て
、
今
年
秋
か
ら
事
業
を
各

県
単
位
で
検
討
・
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。 

高
知
県
で
は「
ゴ
ル
フ
」
と「
遍
路
文

化
と
空
海
の
足
跡
を
た
ど
る
会
」を
計

画
し
て
い
ま
す
が
、
県
内
民
放
の「
社

友
会
」な
ど
に
も
参
加
を
働
き
か
け
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

当
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
３
人
の
方
が

入
会
し
て
く
れ
ま
し
た
。
70
歳
以
下

で
す
の
で
、
会
の
活
性
化
に
期
待
し
て

い
ま
す
。 

総
会
に
続
き
、
来
賓
の
榎
本
理
事

長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま

り
、
参
加
者
一
同
、
歓
談
し
な
が
ら
、

ビ
ー
ル
と
高
知
の
料
理
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

                  亀
山
陽
子
さ
ん
が
好
ス
コ
ア
で
優
勝 

枝
園 

文
彦
（Ｒ
Ｎ
Ｃ
） 

四
国
民
放
ク
ラ
ブ
は
総
会
の
翌
日
、

４
月
24
日
、
高
知
市
内
か
ら
車
で
お

よ
そ
１
時
間
の
土
佐
Ｃ
Ｃ
で
春
季
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

好
天
に
恵
ま
れ
、
夏
を
思
わ
せ
る

気
温
の
中
、
15
人
が
参
加
。
太
平
洋

を
眼
下
に
望
む
コ
ー
ス
は
起
伏
に
富
み
、

広
い
グ
リ
ー
ン
を
相
手
に
好
プ
レ
ー
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

              

大
会
は
グ
ロ
ス
84
（
41
・
43
）
ハ
ン
デ

10
・
８
で
回
っ
た
亀
山
陽
子
さ
ん
（
Ｒ

Ｎ
Ｃ
）
が
、
ベ
テ
ラ
ン
陣
を
相
手
に
見
事

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
２
位
以
下
の
上

位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

２
位 

森
田 

啓
彦
（Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｖ
） 

３
位 

高
木 

寿
隆
（Ｒ
Ｋ
Ｃ
） 

４
位 

佐
藤 

博
治
（Ｊ
Ｒ
Ｔ
） 

５
位 

白
方 

長
廣
（Ｒ
Ｎ
Ｂ
） 

     

 
 


